
　
7
月
7
日
、
調
布
市
文
化
会

館
「
た
づ
く
り
」
に
て
、
第
　13

回
調
布
・
狛
江
桜
友
会
総
会
が

行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
渡
辺
格
会

長
（
昭
和
　
年
卒
）
に
よ
る
冒

48

頭
挨
拶
の
後
、
予
算
や
役
員
体

制
に
つ
い
て
、
報
告
が
さ
れ

た
。
年
度
の
活
動
報
告
で
は
調

布
市
福
祉
バ
ザ
ー
へ
の
参
加
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と

が
伺
え
る
。
続
い
て
、
小
堀
宗

実
氏
（
昭
和
　
年
卒
）
と
、
江

54

見
翔
太
氏
（
平
成
　
年
卒
）
の

26

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
遠
州
茶
道
宗
家
　
世
家
元
で

13

あ
る
小
堀
氏
は
『
茶
の
湯
を
通

し
て
心
を
豊
か
に
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
茶
道
の
世
界
的
な
普
及

に
努
め
て
い
る
。
特

に
、
茶
道
を
取
り
入

れ
た
青
少
年
の
教
育

に
力
を
入
れ
、
遠
州

流
茶
道
こ
ど
も
塾
を

開
講
。
自
身
の
子
育

て
経
験
を
活
か
し
、

子
供
た
ち
に
挨
拶
の

大
切
さ
を
教
え
て
い

る
。
茶
道
を
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
感
情
を
素
直

　（１） ２０１９年９月２５日（水曜日）（通算５１０号）   第３１１号［ 総　 合 ］

紙面紹介

3
空
港
の
新
た
な

楽
し
み
方
を
提
案

4
武
蔵
・
成
城
に
勝
利
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ミ
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ミ
ス
タ
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コ
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ミ
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・
ミ
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タ
ー
コ
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催催
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総会開総会開催催

　
「
沼

に

は

ま

る
」
あ
る
対
象
を

好
き
に
な
っ
て
抜

け
出
せ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
状
況
の

こ
と
。
し
か
し
こ

の

言

葉
、
川

や

海
、
湖
や
池
で
は
ダ
メ
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
つ
い
1
年
前
ま

で
、
そ
う
思
っ
て
い
た
▼
し
か

し
、　

年
生
き
て
き
て
よ
う
や

20

く
「
推
し
」
と
い
う
も
の
が
で

き
て
気
づ
い
た
。
ど
う
や
ら
フ

ァ
ン
と
は
、
川
や
海
で
ニ
コ
ニ

コ
泳
い
で
い
る
よ
う
な
人
ば
か

り
で
は
な
い
ら
し
い
▼
特
に
大

変
な
の
は
、
沼
を
抜
け
出
す
、

つ
ま
り
フ
ァ
ン
を
や
め
る
瞬
間

で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
書
き
込

み
を
み
て
い
る
と
、
こ
ん
な
に

も
恐
ろ
し
い
世
界
が
あ
っ
た
の

か
と
気
づ
か
さ
れ
る
。「
可
愛

さ
余
っ
て
憎
さ
百
倍
」
と
は
ま

さ
に
こ
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、

他
人
事
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

私
は
ま
だ
新
規
な
の
だ
か
ら
▼

そ
う
し
た
人
た
ち
は
、
フ
ァ
ン

で
い
る
た
め
に
、
綺
麗
な
水
に

つ
か
っ
た
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
い
つ
の
間

に
か
そ
の
場
に
足
を
踏
み
入

れ
、
い
つ
の
間
に
か
動
け
な
く

な
る
。
そ
し
て
、
出
た
い
と
思

っ
た
時
、
今
ま
で
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
が
蘇
り
、
大
声
で
泣

き
わ
め
く
。
一
方
で
、
大
自
然

に
囲
ま
れ
、
楽
園
で
暮
ら
し
て

い
る
フ
ァ
ン
も
い
る
▼
果
た
し

て
私
は
、
い
つ
ま
で
楽
園
暮
ら

し
を
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
不
安
に
思
い
、
最
近
寝
る

前
に
「
推
し
」
に
感
謝
の
念
を

心
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
こ
う

し
た
小
さ
な
努
力
を
怠
ら
な
い

フ
ァ
ン
で
あ
り
た
い
、
そ
う
願

っ
て
や
ま
な
い
。 億
億
億
 （
妃
）

自
己
分
析
セ
ミ
ナ
ー

日
時：

　
月
　
日
（
月
）・
　
日
（
木
）

10

21

24

　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

18

19

30

会
場：

西
5
号
館
3
0
1
教
室

申
込：

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

備
考：

1
～
3
年
生
・
М
1
年
生
対
象

学
習
院
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時：

　
月
　
日
（
土
）

10

26

　
　
　
　
時
　
分
～
　
時

13

30

17

学
習
院
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
―
学
部
説
明
会
特
化
編
―

日
時：

　
月
3
日
（
日
・
祝
）

11

　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

10

16

20

笹
沼
樹
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
V
O
L
．
3

日
時：

　
月
　
日
（
日
）

11

10

　
　
　
　
　
時
　
分
開
場
、　

時
開
演

13

30

14

場
所：

学
習
院
創
立
百
周
年
記
念
会
館
正
堂

出
演：

笹
沼
樹
／
入
江
一
雄

申
込：

蓁
々
会
・
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
コ
ン

　
　
　
サ
ー
ト
イ
マ
ジ
ン

費
用：

一
般
　
3
0
0
0
円

　
　
　
学
生
　
1
0
0
0
円

　
　
　
当
日
　
3
5
0
0
円

備
考：

学
生
券
は
当
日
学
生
証
提
示
。

　
　
　
未
就
学
児
童
入
場
不
可
。

　
8
月
　
日
に
武
蔵
大
学
朝
霞

28

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ
れ
た
四

大
戦
女
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
ケ

ー
の
2
つ
の
試
合
で
本
学
は
快

勝
を
収
め
た
。

2
開
催
ま
で
あ
と
1
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク機

会
は
滅
多
に
な
く
、
い
つ
か

皆
死
ぬ
の
で
、
や
り
た
い
こ
と

や
っ
た
も
ん
勝
ち
の
精
神
で
挑

戦
し
ま
し
た
。

浅
井：

ミ
ス
タ
ー
っ
ぽ
く
な
い

自
分
が
、
自
己
流
で
ミ
ス
タ
ー

コ
ン
の
活
動
を
し
て
い
い
ん
だ

よ
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
、今
後
出
場
す
る
人
の
選
択
肢

を
広
げ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

―
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
？

下
田：

柔
道
、
野
球
、
ア
メ
フ

ト
、
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
多
く
の

ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
き
た
こ

と
で
す
。

近
野：

コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し

て
、
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
！

橋
本：

目
と
鼻
と
コ
ミ
ュ
力
と

友
達
の
多
さ
で
す
。

長
塚：

チ
ャ
ラ
く
な
い
と
こ
ろ

で
す
。

浅
井：

自
分
に
関
す
る
も
の
全

部
で
す
。
自
分
に
し
か
出
せ
な

い
も
の
だ
と
思
う
の
で
。

―
投
票
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

下
田：

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
様
に
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
！

近
野：

ま
だ
2
年
生
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
先

輩
達
の
胸
を
借
り
る
つ
も
り
で

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

橋
本：

グ
ラ
ン
プ
リ
獲
り
た
い

の
で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

長
塚：

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

浅
井：

最
後
ま
で
自
分
貫
き
ま

す
。
　
大
学
祭
当
日
は
、
ミ
ス
・
ミ

ス
タ
ー
コ
ン
の
他
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は「M

I  
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の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

ほ
し
い
。

　
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通

し
て
、
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
た
ち

の
個
性
豊
か
な
一
面
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
ら
、
彼

女
ら
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
る

気
持
ち
も
伝
わ
っ
て
き
た
。
読

者
の
皆
さ
ん
も
桜
凛
祭
に
て
フ

ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
勇
姿
を

見
届
け
て
ほ
し
い
。

（
畑
尻
健
太
郎
・
竹
田
広
輝
）

村
松：

応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
に
成
長
し
た
姿
が
見
せ
ら

れ
る
よ
う
に
、
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
！

稲
葉：

至
ら
な
い
点
ば
か
り
の

私
で
す
が
、
少
し
で
も
多
く
の

人
に
応
援
し
て
頂
け
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
！

林：

皆
さ
ん
の
日
々
の
活
力
と

な
れ
る
よ
う
、
笑
顔
で
活
動
し

て
い
き
ま
す
！

小
西：

楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
お
願
い

し
ま
す
！

　
最
後
に
、
長
谷
川
さ
ん
は

「
今
年
は
豪
華
ゲ
ス
ト
も
お
呼

び
し
て
お
り
ま
す
。
ミ
ス
学
習

院
が
決
ま
る
瞬
間
を
ぜ
ひ
生
で

ご
覧
く
だ
さ
い
！
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

　
ミ
ス
コ
ン
で
は
以
上
の
5
人

が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
て
競

い
合
う
。
気
に
な
る
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
は
い
た
だ
ろ
う
か
。

　
一
方
の
ミ
ス
タ
ー
学
習
院
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
ミ
ス

コ
ン
同
様
、
5
名
の
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
か
ら
投
票
に
よ
り
グ
ラ

ン
プ
リ
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
が
選

出
さ
れ
る
。

　
大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

の
三
代
川
尚
仁
さ
ん
（
済
3
）

は
、
今
年
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

に
つ
い
て
「
例
年
に
も
増
し
て

イ
ケ
メ
ン
揃
い
と
な
っ
て
お
り

ま
す
」
と
太
鼓
判
を
押
す
。

　
ミ
ス
タ
ー
学
習
院
の
大
き
な

特
徴
と
し
て
、
出
場
者
の
一
人

一
人
が
自
由
に
活
動
で
き
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
ん
な
フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
の
思
い
を
知
る
べ
く
、

下
田
立
統
さ
ん
（
法
1
）、
近
野

清
正
さ
ん
（
政
2
）、
橋
本
匠
さ

ん
（
営
3
）
、
長
塚
広
基
さ
ん

（
政
3
）
、
浅
井
匠
さ
ん
（
国

3
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
。

―
ミ
ス
タ
ー
コ
ン
出
場
の
動
機

は
？

下
田：

友
人
か
ら
の
推
薦
で

す
！
　
迷
い
ま
し
た
が
、
1
年

だ
か
ら
こ
そ
出
て
み
よ
う
と
思

い
決
意
し
ま
し
た
！

近
野：

一
番
の
動
機
は
「
友
達

づ
く
り
」
で
す
。
あ
と
、
去
年

の
ミ
ス
タ
ー
の
方
に
推
薦
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

橋
本：

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
の

知
名
度
向
上
へ
の
想
い
と
、
学

生
時
代
最
後
に
一
番
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

長
塚：

人
生
で
表
舞
台
に
立
つ

を
迎
え
た
今
、
日
本
人
女
性
と

し
て
の
優
雅
さ
、
気
高
さ
を
持

ち
、
女
性
が
憧
れ
る
女
性
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
テ
ー
マ
に
込

め
た
思
い
を
語
っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
の
田
川
桃
花
さ
ん
（
済

2
）、
村
松
円
香
さ
ん（
心
3
）、

稲
葉
千
紘
さ
ん
（
営
3
）、
林
菜

那
さ
ん
（
仏
3
）、
小
西
朋
葉
さ

ん
（
政
3
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

―
ミ
ス
コ
ン
出
場
の
動
機
は
？

田
川：

新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と

が
で
き
る
良
い
機
会
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

村
松：

今
ま
で
何
か
に
挑
戦
す

る
前
に
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
、
今
回
は
そ
ん
な
後
悔
は

し
た
く
な
い
、
自
分
を
変
え
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

稲
葉：

今
ま
で
こ
の
よ
う
な
大

き
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
な
か
っ

た
弱
い
自
分
を
変
え
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

林：
様
々
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
で
素
敵
な
機
会

だ
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

小
西：

大
学
生
活
の
中
で
頑
張

れ
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。

―
自
慢
で
き
る
こ
と
は
？

田
川：

人
の
良
い
面
を
見
つ
け

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
松：

デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
昔
か
ら

大
好
き
で
、
誰
よ
り
も
詳
し
い

自
信
が
あ
り
ま
す
！

稲
葉：

周
り
の
方
々
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
素
敵
な

人
と
の
つ
な
が
り
が
、
自
慢
で

き
る
こ
と
で
す
。

林：

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
が
特

技
で
す
。

小
西：

睡
眠
時
間
と
ま
つ
げ
が

長
い
こ
と
！

―
幸
せ
だ
と
思
う
瞬
間
は
？

田
川：

美
味
し
い
も
の
を
食
べ

て
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
時
で
す
。

村
松：

家
族
や
友
人
な
ど
大
切

な
人
と
過
ご
す
時
間
で
す
。

稲
葉：

大
好
き
な
人
達
と
美
味

し
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
時
で

す
。

林：

思
い
っ
き
り
笑
っ
て
い
る

瞬
間
で
す
！
　

小
西：

二
度
寝
で
き
る
と
わ
か

っ
た
時
で
す
。

―
投
票
者
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

田
川：

皆
さ
ん
の
温
か
い
声
援

が
頑
張
る
励
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
日
々
の
写
真
や
文
面
で
私

の
内
面
ま
で
見
て
く
だ
さ
る
と

嬉
し
い
で
す
！

・
準
グ
ラ
ン
プ
リ
が
選
出
さ
れ

る
。
今
年
度
は
、
桜
凛
祭
最
終

日
の
　
月
4
日
（
月
・
祝
）、
創

11

立
百
周
年
記
念
会
館
に
て
開
催

予
定
だ
。

　
今
年
の
ミ
ス
コ
ン
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
雅
」
は
、
日
本
文
学

に
お
け
る
美
的
理
念
の
一
つ
で

あ
る
。
広
告
学
研
究
会
代
表
の

長
谷
川
純
一
さ
ん
（
英
3
）
は

「
新
た
な
元
号
に
な
り
新
時
代

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
ミ

37

ス
学
習
院
大
学
コ
ン
テ
ス
ト
。

そ
の
応
募
総
数
は
毎
年
　
～
　

20

30

名
で
あ
る
。
ル
ッ
ク
ス
、
人

柄
、
学
習
院
大
学
ら
し
さ
を
選

考
基
準
と
し
て
、
厳
正
な
書
類

審
査
、
面
接
を
勝
ち
抜
い
た
5

名
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
中
か

ら
、
投
票
に
よ
り
グ
ラ
ン
プ
リ

に
表
現
す
る
力
が
身
に
つ
く
の

だ
と
い
う
。
茶
道
の
基
本
精
神

に
つ
い
て
小
堀
氏
は
「
お
茶
を

点
て
た
人
、
茶
道
具
を
作
っ
た

人
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
感

謝
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
語
っ
た
。

　
一
方
、
江
見
氏
は
現
在
サ
ン

ト
リ
ー
ラ
グ
ビ
ー
部
「
サ
ン
ゴ

リ
ア
ス
」
に
所
属
し
、
攻
撃
の

要
で
あ
る
ウ
ィ
ン
グ
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
で
活
躍
し
て
い
る
。
本
学

在
学
中
の
2
0
1
3
年
に
は
、

7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
、
日
本
代
表
入
り
を
果

た
し
た
。

　
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観
戦
す
る
迫

力
に
つ
い
て
「
骨
と
骨
、
肉
と

肉
が
ぶ
つ
か
り
合
う
音
を
生
で

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
テ
レ

ビ
で
は
映
し
切
れ
な
い
試
合
の

全
容
を
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
高

度
な
戦
術
も
見
え
て
き
ま
す
」

と
力
説
す
る
江
見
氏
。
特
に
、

調
布
市
に
あ
る
東
京
ス
タ
ジ
ア

ム
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
使
用
が
予
定
さ
れ
、
注
目
を

集
め
て
い
る
。

　
な
お
、
総
会
は
現
役
学
生
の

参
加
も
可
能
で
あ
る
。
本
学
卒

業
生
と
の
交
流
を
求
め
て
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て

ほ
し
い
。 億
億
億
億
 （
吉
田
愛
）

お
こ
と
わ
り

　
今
月
号
の
「
学
習
院
研

究
最
前
線
」
は
、
お
休
み

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

No.3   稲  葉  千  紘 さん
いな ば ち ひろ

経済学部経営学科3年
Twitter：@chihiro_19no3
Instagram：@chihiro_19no3

No.3   橋  本 　
はし もと

 匠 さん
なる

経済学部経営学科3年
Twitter：@MrGU19No3
Instagram：@mr_gu19no3

茶道の魅力を語る小堀氏

No.5   小  西  朋  葉 さん
こ にし とも は

法学部政治学科3年
Twitter：@tomoha_19no5
Instagram：@tomoha_19no5

No.4   林 　
はやし

 菜  那 さん
な な

文学部フランス語圏文化学科3年
Twitter：@nana_19no4
Instagram：@nana_19no4

No.2   村  松  円  香 さん
むら まつ まど か

文学部心理学科3年
Twitter：@madoka_19no2
Instagram：@madoka_19no2

No.1   田  川  桃  花 さん
た がわ もも か

経済学部経済学科2年
Twitter：@momoka_19no1
Instagram:@momoka_19no1

No.1   下  田  立  統 さん
しも だ りゅう と

法学部法学科1年
Twitter：@MrGU19No1
Instagram：@mr_gu19no1

No.2   近  野  清  正 さん
こん の きよ まさ

法学部政治学科2年
Twitter：@MrGU19No2
Instagram：@mr_gu19no2

No.4  長  塚  広  基 さん
なが つか ひろ き

法学部政治学科3年
Twitter：@MrGU19No4
Instagram：@mr_gu19no4

No.5   浅  井 　
あさ い

 匠 さん
たくみ

国際社会科学部国際社会科学科3年
Twitter：@MrGU19No5
Instagram：@mr_gu19no5

ミ
ス
コ
ン

ミ
ス
タ
ー
コ
ン

　
桜
凛
祭
開
催
期
間
中
の
　
月
2
日

11

（
土
）か
ら
4
日（
月
・
祝
）に
か
け
て
、ミ

ス
学
習
院
大
学
コ
ン
テ
ス
ト
、ミ
ス
タ

ー
学
習
院
大
学
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
る
。そ
こ
で
今
回
、フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

の
方
々
に
お
話
を
伺
っ
た
。

稀 紀祈祈祈祈

稀 紀祈祈祈祈
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来
る
2
0
2
0
年
7
月
　
日
、い
よ

24

い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
す

る
。種
目
ご
と
の
代
表
選
手
も
選
出
さ

れ
て
き
て
お
り
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー

ド
が
高
ま
っ
て
い
る
。今
回
は
開
催
ま

で
一
年
を
切
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
様
々
な
視
点
か
ら
見
て
い
こ
う
。

関
心
度

 関
心
度
とと

金
銭
的
負
担

金
銭
的
負
担
 

め
、
出
費
が
か
さ
ん
で
し
ま

う
。
大
手
予
約
サ
イ
ト
で
「
今

年
7
月
下
旬
」
と
「
来
年
7
月

　
日
」
の
ホ
テ
ル
料
金
を
比
較

24す
る
と
、
新
宿
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
は
5
万
5
0
0
0
円
程
高

騰
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
ま

た
、
世
界
中
か
ら
人
々
が
見
に

来
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
だ
け

に
、
そ
れ
だ
け
チ
ケ
ッ
ト
購
入

の
競
争
率
は
高
く
な
り
、
当
選

確
率
は
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　
世
論
調
査
か
ら
、
開
催
国
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
心
を
持
つ

人
は
多
い
よ
う
だ
が
、
金
銭
的

な
問
題
、
宿
泊
場
所
の
確
保
の

難
し
さ
、
当
選
確
率
の
低
さ
な

ど
を
理
由
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
購

入
を
諦
め
て
し
ま
う
人
が
多
い

よ
う
だ
。 

（
太
田
郁
也
）

は
、「
チ
ケ
ッ
ト
代
が
高
い
」

や
、「
チ
ケ
ッ
ト
の
抽
選
に
落

ち
た
」
と
い
う
も
の
が
多
か
っ

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
な
れ

ば
、
人
気
競
技
や
、
有
名
な
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
は

チ
ケ
ッ
ト
代
が
跳
ね
上
が
る
。

陸
上
競
技
の
1
0
0
ｍ
走
決
勝

戦
の
チ
ケ
ッ
ト
価
格
は
約
　
万
13

円
も
す
る
ほ
ど
で
、
開
会
式
は

　
万
円
と
い
う
価
格
設
定
で
あ

30る
。
ま
た
、
地
方
に
在
住
し
て

い
る
人
の
意
見
で
は
、「
当
日

に
宿
泊
す
る
ホ
テ
ル
を
確
保
す

る
の
が
難
し
い
」
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。
東
京
周
辺
に
世
界

中
か
ら
多
く
の
人
々
が
一
気
に

集
ま
る
た
め
、
宿
泊
場
所
を
探

す
の
は
困
難
に
な
る
。
さ
ら

に
、
宿
泊
料
金
も
高
騰
す
る
た

く
ら
い
関
心
が
あ
る
か
】
と
い

う
問
い
に
対
し
、「
関
心
が
あ

る
」
と
答
え
た
人
が
約
8
割
を

占
め
た
。
自
国
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
大
多
数
の

人
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ど
の

よ
う
な
点
に
関
心
が
あ
る
か
】

と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、

「
日
本
や
日
本
チ
ー
ム
の
活

躍
」
が
約
7
割
を
占
め
た
。
自

国
の
選
手
を
応
援
し
た
い
と
思

う
人
が
多
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
今
回
は
開
催
国
で
あ
る

た
め
、
よ
り
一
層
そ
の
傾
向
が

強
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
特
に

自
国
の
活
躍
に
関
心
が
向
い
て

い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
実
際

に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
し
た
人
が

い
る
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
た
。
筆
者

の
身
近
な
人
（
主
に
学

生
）　

人
に
ア
ン
ケ
ー

15

ト
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

見
に
行
き
た
い
と
い
う

人
は
多
か
っ
た
が
、
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
で
き
た

人
は
一
人
も
い
な
か
っ

た
。
理
由
に
つ
い
て

　
6
年
前
の
9
月
、
2
0
2
0

年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
東
京

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
決
定
当
時
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
話
題
で
持
ち
切
り
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
開
催
ま
で
1
年
を

切
る
今
、
新
国
立
競
技
場
は
完

成
間
近
で
あ
り
、
種
目
毎
の
代

表
選
手
の
選
考
も
進
ん
で
い

る
。
そ
ん
な
中
で
、
開
催
国
で

あ
る
日
本
に
住
む
我
々
は
、
ど

れ
だ
け
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
し

て
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
世
間
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
対
す
る
関
心
度
を
ま
と
め
て

み
る
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
全
国
　
歳
以
上
の

20

男
女
3
6
0
0
人
を
対
象
に
行

っ
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
す
る
世
論
調
査
に
お
い
て
、

【
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
の

は
な
ら
な
い
。
政
府
の
対
策
は

本
当
に
充
分
だ
と
言
え
る
の
か
。

　
二
つ
目
の
課
題
は
、
交
通
規

制
だ
。
こ
れ
が
一
番
の
課
題
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ

ど
、
政
府
は
慎
重
に
対
策
を
進

め
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

首
都
高
速
道
路
の
日
中
の
料
金

を
千
円
値
上
げ
し
て
深
夜
帯
の

料
金
を
半
額
に
す
る
「
ロ
ー
ド

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
、
通
勤
時
間

帯
の
電
車
の
運
行
本
数
を
増
や

す
「
ス
ム
ー
ズ
ビ
ズ
」
な
ど
で

あ
る
。
東
京
都
は
今
年
の
7
月

に
来
年
に
備
え
た
交
通
規
制
の

施
行
を
行
っ
た
が
、
首
都
高
速

道
路
が
7
％
、
一
般
道
は
4
％

ほ
ど
し
か
交
通
量
は
削
減
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
。
政
府
が
目

指
し
て
い
る
の
は
「
交
通
量
　30

％
削
減
」
で
あ
る
た
め
、
理
想

と
は
程
遠
い
結
果
に
な
っ
た
。

首
都
圏
の
列
車
も
混
雑
を
避
け

る
た
め
、
終
電
も
大
会
期
間
中

は
深
夜
2
時
ま
で
運
行
す
る
予

定
だ
。
深
夜
帯
の
大
会
の
観
客

を
、
会
場
最
寄
り
駅
へ
と
混
乱

さ
せ
ず
に
誘
導
す
る
の
は
、
ほ

と
ん
ど
不
可
能
だ
ろ
う
。
人
件

費
の
問
題
も
含
め
、
交
通
に
つ

い
て
も
ま
だ
ま
だ
計
画
を
練
る

必
要
が
あ
る
。

　
五
輪
期
間
中
は
、
都
内
の
各

会
場
で
世
界
的
な
大
会
が
行
わ

れ
て
い
る
が
ほ
と
ん
ど
の
都
民

は
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

大
会
に
参
加
し
な
い
都
民
の
生

活
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
不
満
は

募
る
ば
か
り

だ
。政
府
や
、

大
会
組
織
委

員
会
に
は
、

選
手
や
ス
タ

ッ
フ
、
一
般

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
つ

つ
安
全
で
安

心
な
大
会
を

作
り
上
げ
て

ほ
し
い
。

（
長
尾
亜
斗
）

　
ま
ず
、
一
つ
目
の
課
題
は
天

候
で
あ
る
。
日
本
の
夏
は
気
温

の
高
さ
に
加
え
て
、
湿
度
も
あ

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
る
7
月
下
旬
か
ら
8
月
上
旬

は
夏
真
っ
盛
り
だ
。
埼
玉
県
熊

谷
市
で
国
内
観
測
史
上
最
高
の

　
・
1
度
を
記
録
し
た
2
0
1

418
年
の
夏
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
。
屋
外
競
技
の
選
手
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
観
客
や
大
会
運
営

ス
タ
ッ
フ
の
熱
中
症
対
策
が
大

き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
昨
夏
の
記
録
的
酷
暑
を
受
け

て
組
織
委
員
会
は
、
マ
ラ
ソ
ン

の
ス
タ
ー
ト
時
間
を
午
前
6
時

に
早
め
、
自
転
車
競
技
の
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
午
後
3
時
に

遅
ら
せ
た
。
最
も
気
温
が
高
く

な
る
と
予
想
さ
れ
る
昼
か
ら
午

後
に
か
け
て
の
時
間
帯
を
避
け

て
屋
外
競
技
選
手
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
方
針
だ
。

　
1
9
6
4
年
に
行
わ
れ
た
前

回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
　10

月
中
旬
ご
ろ
に
行
わ
れ
て
い

た
。地
球
温
暖
化
も
進
み
、　56

年
前
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

ほ
ど
暑
い
東
京
で
真
夏
に
開
催

す
る
の
は
お
そ
ら
く
組
織
委
員

会
に
と
っ
て
も
未
知
の
領
域
だ

と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

熱
中
症
対
策
へ
の
万
全
な
準
備

が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

状
の
問
題
点
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。さ
ら
に
現
時
点
で
は
、

会
場
内
に
日
傘
や
ド
リ
ン
ク
を

持
ち
込
む
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
自
動

販
売
機
の
設

置
な
ど
で
暑

さ
対
策
を
と

る
方
向
だ
と

い
う
。
テ
ロ

や
事
故
防
止

の
た
め
と
は

い
え
、
水
分

補
給
す
る
に

も
行
列
の
自

動
販
売
機
に

並
ば
な
く
て

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
残

り
1
年
を
切
っ
た
。
開
催
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
果
た
し
て
間
に
合
う
の
だ

ろ
う
か
。
お
祭
り
ム
ー
ド
が
高

ま
る
一
方
で
、
様
々
な
課
題
や

問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

用
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
積
み
重
ね

て
勝
敗
を
決
め
る
競
技
で
あ

る
。
ポ
イ
ン
ト
の
詳
細
と
し
て

は
頭
部
へ
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
攻

撃
が
3
点
、
回
転
技
が
入
る
と

5
点
。
ま
た
胴
部
へ
の
ス
ト
レ

ー
ト
な
攻
撃
は
2
点
、
回
転
技

が
入
る
と
4
点
。
胴
部
へ
の
パ

ン
チ
が
1
点
と
な
る
。

　
テ
コ
ン
ド
ー
に
お
け
る
注
目

選
手
は
鈴
木
セ
ル
ヒ
オ
選
手
で

あ
る
。
日
本
人
の
父
と
、
ボ
リ

ビ
ア
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
、

爽
や
か
な
ル
ッ
ク
ス
が
特
徴

だ
。
2
0
1
8
年
に
行
わ
れ
た

ア
ジ
ア
大
会
　
キ
ロ
級
に
お
い

58

て
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
メ
ダ
ル
が
期

待
さ
れ
る
。

　
紹
介
し
た
競
技
以
外
に
も
、

各
競
技
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
が
詰

ま
っ
て
い
る
。
東
京
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
観
戦
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
貴
重
な
機
会
で
あ
る

の
で
、
ぜ
ひ
と
も
会
場
に
足
を

運
ん
で
ほ
し
い
。 
（
兼
杉
翼
）

0
年
の
パ
リ
大
会
か
ら

実
施
さ
れ
、
1
9
9
6

年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
「
ヨ

ッ
ト
」
の
名
称
で
あ
っ

た
。
2
0
0
0
年
の
シ

ド
ニ
ー
大
会
か
ら
現
在

の
「
セ
ー
リ
ン
グ
」
が

競
技
名
と
な
っ
て
い

る
。
競
技
内
容
は
、
海

面
に
設
置
さ
れ
た
マ
ー

ク
と
呼
ば
れ
る
ブ
イ
を

決
め
ら
れ
た
回
数
、
決
め
ら
れ

た
順
序
で
回
り
な
が
ら
、
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
ま
で
の
着
順

を
競
う
も
の
で
あ
る
。
種
目
は

使
用
す
る
ヨ
ッ
ト
の
種
類
に
よ

っ
て
分
け
ら
れ
、
ど
の
種
目
も

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
順
位
の
高
い

チ
ー
ム
ほ
ど
低
い
点
数
が
つ

く
。
こ
の
レ
ー
ス
を
　
～
　
回

10

12

行
い
、
そ
の
合
計
点
数
の
低
い

　
艇
が
「
メ
ダ
ル
レ
ー
ス
」
と

10呼
ば
れ
る
最
終
レ
ー
ス
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
メ
ダ
ル

レ
ー
ス
の
結
果
に
よ
り
最
終
順

位
と
メ
ダ
リ
ス
ト
が
決
ま
る
。

　
こ
の
競
技
の
魅
力
は
、
他
の

ヨ
ッ
ト
と
の
対
戦
だ
け
で
は
な

く
、
波
の
高
さ
や
潮
の
流
れ
、

風
の
強
さ
な
ど
大
自
然
と
の
戦

い
も
注
目
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
セ
ー
リ
ン
グ
に
お
け
る
注
目

選
手
は
土
居
愛
実
選
手
で
あ

る
。
2
0
1
0
年
に
行
わ
れ
た

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
に
お
い
て
、
総
合
2

位
、
女
子
1
位
の
成
績
を
挙

げ
、
2
0
1
1
年
に
は
全
日
本

選
手
権
で
優
勝
を
か
ざ
っ
た
。

セ
ー
リ
ン
グ
界
の
メ
ダ
ル
の
有

力
候
補
だ
。

　
次
に
紹
介
す
る
競
技
は
テ
コ

ン
ド
ー
で
あ
る
。
テ
コ
ン
ド
ー

と
は
韓
国
で
発
祥
し
た
格
闘
技

の
一
種
で
あ
り
、
1
9
8
8
年

の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら

採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ル
ー
ル
と
し
て
は
、
蹴
り
技
を

　
開
催
ま
で
1
年
を
切
っ
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
サ
ッ
カ

ー
、
野
球
、
テ
ニ
ス
、
陸
上
競

技
と
い
っ
た
競
技
は
誰
で
も
注

目
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
ま
だ
有
名
で
な
い
競
技

に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
。

　
始
め
に
、
セ
ー
リ
ン
グ
と
い

う
競
技
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

ヨ
ッ
ト
競
技
の
一
つ
で
あ
り
、

自
然
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く
試

合
展
開
を
左
右
さ
れ
る
競
技
で

あ
る
。
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

お
け
る
歴
史
も
古
く
、
1
9
0

企
画
　
　
　
　
夏
目
拓
真

構
成
・
レ
イ
ア
ウ
ト

 

豊
田
　
凜

取
材
　
　
　
　
太
田
郁
也

 

粕
谷
一
貴

 

兼
杉
　
翼

 

佐
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玲
奈

 

長
尾
亜
斗

 

門
馬
清
澄

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
際
に

ど
ん
な
利
益
が
見
込
ま
れ
る
か
、
開
催

す
る
意
義
は
何
か
、
と
言
わ
れ
、
答
え

ら
れ
る
日
本
人
は
ど
の
位
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
1
9
6
4
年
大
会
と
2
0
2
0

年
大
会
に
お
い
て
、
招
致
活
動
の
際
に

謳
わ
れ
た
動
機
を
比
較
し
て
み
た
い
。

　
今
大
会
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ

と
し
て
、「
日
本
が
誇
る
創
造
力
と
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
、
ス
ポ
ー
ツ
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
寄
与
す
る
革
新
性
」

と
あ
る
。
一
方
で
、　

年
大
会
で
は
ど

64

の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た

か
、
そ
れ
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
試

合
が
示
す
、
他
者
を
認
め
合
う
こ
と
、

最
善
を
尽
く
す
な
ど
と
い
っ
た
オ
リ
ン

ピ
ズ
ム
が
目
指
す
も
の
で
あ
る
国
際
平

和
が
未
来
の
私
た
ち
が
目
指
す
も
の
で

あ
る
」
と
い
う
理
念
だ
。

　
大
き
く
発
展
し
た
Ｉ
Ｔ
技
術
を
生
か

し
た
大
会
を
世
界
に
披
露
す
る
こ
と

は
、
技
術
競
争
の
激
し
い
現
代
に
お
い

て
、
必
須
の
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
戦
後
　
年
を
経
た
今
、
再
び
世

70

界
情
勢
は
混
沌
を
極
め
つ
つ
あ
る
。
前

回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
動
機

を
読
み
解
き
、
世
界
の
人
々
と
の
共
存

に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
も
重
要
だ
。

今
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
開
催
国
の

国
民
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
に
違

い
な
い
。 

（
門
馬
清
登
）

素

蘇

粗疎疎疎疎

祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
祖
な
る
。

　
例
え
ば
、
政
府
が
若
者
の
得
票
率
の
低

さ
を
見
越
し
、
若
者
を
無
視
し
た
政
策
を

取
っ
た
と
す
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
若
者

は
こ
の
よ
う
な
政
策
に
断
固
と
し
て
反
対

す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
選
挙
に
行
か

な
け
れ
ば
反
論
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
結

果
と
し
て
認
め
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
は
そ
の
す
み
ず
み
ま
で
政
治
に
制
約

さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
政
治
に
無
関
心
で
い
て
も
無
関
係
に

は
生
き
ら
れ
な
い
。

　
筆
者
は
、
若
者
が
選
挙
に
行
く
た
め
に

は
、
投
票
を
義
務
化
す
る
し
か
な
い
と
考

え
る
。
結
局
、
ど
ん
な
に
わ
か
り
や
す
い

政
策
を
政
党
が
掲
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
し

か
し
、
義
務
化
さ
れ
た
投
票
に
意
味
が
あ

る
の
か
と
も
思
う
。
こ
の
現
実
を
、
若
者

は
も
っ
と
重
く
受
け
止
め
る
べ
き
だ
と
感

じ
る
。 

（
粕
谷
一
貴
）

選
挙
を
語
る

の
支
援
策
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
高
齢
者
重
視
の
政
策
を
打
ち
出
さ

せ
て
し
ま
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
な
ぜ
若
者
は
選
挙
に
行
か
な
い
の
か

　
話
を
戻
そ
う
。
な
ぜ
若
者
は
選
挙
に
行

か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
経
済
新
聞
の

取
材
や
世
論
調
査
で
は
「
政
治
に
関
心
が

な
い
」「
時
間
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
が
主

流
だ
。
そ
の
ほ
か
、「
高
齢
者
向
け
の
政

策
ば
か
り
で
政
治
が
若
者
に
目
を
向
け
て

い
な
い
」「
行
き
や
す
い
投
票
シ
ス
テ
ム

に
変
え
て
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。

　
選
挙
に
行
か
な
い
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ

ろ
う
。
積
極
的
に
い
か
な
い
人
も
い
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
「
若
者
は
白
紙

で
も
投
票
す
べ
き
」
と
考
え
て
い
る
。
白

票
が
多
く
な
れ
ば
、
現
政
府
へ
の
批
判
と

　
2
0
1
9
年
7
月
　
日
に
、
参
議
院
議

21

員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。　

代
の
投
票
率

10

は
、　

歳
以
上
に
初
め
て
選
挙
権
が
適
用

18

さ
れ
た
前
回
　
年
選
挙
よ
り
も
　
・
　

ポ

16

15

45

イ
ン
ト
低
い
　
・
　

％
だ
っ
た
。
全
体
の

31

33

投
票
率
　
・
　

％
と
の
差
は
　
・
　

ポ
イ

48

80

17

47

ン
ト
に
広
が
っ
た
。
投
票
率
が
伸
び
な
か

っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、　

代
が
関
心

10

を
持
つ
争
点
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
各
党
や
候
補
者
に
と
っ
て
は
、

　
代
を
含
む
若
年
層
の
関
心
を
呼
び
起
こ

10し
、
得
票
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
課
題
に
な

っ
て
い
る
。

　
与
党
は
、
高
齢
者
を
主
な
得
票
源
と
し

て
い
る
野
党
に
票
が
流
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
7
月
の
参
院
選
を
機
に
、
高
齢
者

の
支
持
拡
大
を
狙
っ
た
政
策
を
打
ち
出
し

た
。
例
え
ば
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
へ

瑞

杉

雛髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄髄
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩
嵩

渡
来
し
た
。
加
え
て
茶
と
菓
子

を
嗜
む
茶
の
湯
が
流
行
し
た
。

こ
の
よ
う
な
外
来
菓
子
や
文
化

が
、
和
菓
子
の
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
現
在
の
和
菓

子
の
形
に
辿
り
着
い
た
の
は
江

戸
時
代
だ
と
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
い
時
間
を

か
け
て
文
化
と
関
わ
り
な
が
ら

発
展
し
て
き
た
和
菓
子
を
食

べ
、
五
感
で
日
本
の
四
季
を
味

わ
っ
て
み
て
は
い
か
か
だ
ろ
う

か
。
季
節
を
運
ぶ
和
菓
子
は
贈

り
物
に
も
相
応
し
い
だ
ろ
う
。

 

（
佐
瀬
玲
奈
）

ら
も
季
節
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
。
今
季
は
、
例
え
ば
秋

の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
桔
梗
の

形
を
し
た
練
り
切
り
を
楽
し
め

る
。
白
と
紫
の
餡
で
繊
細
な
花

び
ら
が
表
現
さ
れ
て
い
て
美
し

い
。
　
こ
こ
で
、
和
菓
子
の
歴
史
を

遡
っ
て
み
る
と
、
遥
か
昔
、
太

古
に
辿
り
着
く
。
そ
の
時
代
、

空
腹
を
満
た
す
た
め
に
間
食
と

し
て
木
の
実
・
果
物
が
食
べ
ら

れ
て
い
た
そ
う
。
ま
た
、
そ
れ

ら
は
総
称
し
て
「
果
子
」
と
呼

ば
れ
、
甘
み
が
あ
る
こ
と
か
ら

現
在
の
菓
子
と
同
じ
よ
う
に
主

食
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
米
や
大
豆
な
ど

を
練
っ
て
揚
げ
た
唐
菓
子
と
い

う
も
の
が
遣
唐
使
に
よ
っ
て
持

ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
カ
ス
テ
ラ

や
金
平
糖
な
ど
の
南
蛮
菓
子
も

　
猛
暑
が
続
い

た

8

月

が

過

ぎ
、
9
月
も
あ

と
僅
か
と
な
っ

た
。
何
も
せ
ず

と
も
季
節
は
移

り
変
わ
っ
て
し

ま
う
。
だ
が
、

風
景
や
食
べ
物

な
ど
で
季
節
を

感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ

で
、
今

回

は

「
和
菓
子
」
に

注
目
し
た
い
。

　
和
菓
子
は
五

感
の
芸
術
と
言

わ
れ
て
お
り
、

味
覚
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、

色
彩
や
香
り
、

そ
し
て
菓
銘
か

あと1あと1年年

残された課残された課題題
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ミ
ナ
ル
の
代
表
的
な
ス
ポ
ッ

ト
、
江
戸
小
路
が
あ
る
。
こ
こ

に
使
わ
れ
て
い
る
木
材
に
は
、

全
て
本
物
の
無
垢
材
を
使
用

し
、
仕
上
げ
に
も
日
本
式
工
法

を
用
い
て
い
る
。
飲
食
店
・
物

産
店
に
は
有
名
店
が
出
店
し
て

お
り
、
本
物
の
味
を
空
港
で
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
5

階
に
あ
る
は
ね
だ
日
本
橋
に

は
、
全
て
吉
野
産
の
檜
を
使

用
。
日
本
橋
は
五
街
道
の
起
点

で
あ
っ
た
こ
と
と
、
旅
の
起
点

で
あ
る
こ
と
を
共
通
点
と
し
、

当
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
設
け
ら
れ
た

そ
う
だ
。
訪
れ
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
こ
れ
ら
の
本
物
を
体
感
し
て

頂
き
た
い
。

【
全
て
の
人
に
優
し
い
空
港
】

　
空
港
は
多
種
多
様
な
人
々
が

利
用
す
る
施
設
だ
。
当
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
採
用
し
、
利
用
す
る
全

て
の
人
に
優
し
い
空
港
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
空
港
は
キ

ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
等
大
き
な
荷
物

を
持
っ
た
人
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
ト
イ
レ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
は
広
く
、
ま
た
荷
物
を
預
け

る
カ
ウ
ン
タ
ー
の
段
差
を
な
く

し
、
重
い
荷
物
を
持
ち
上
げ
る

手
間
を
省
い
て
い
る
。
何
気
な

い
所
に
、
優
し
さ
が
隠
れ
て
い

る
の
だ
。

【
共
に
働
く
空
港
】

　
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
現
在

「
Ｗ
Ｅ
　
Ａ
Ｒ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
は
職

種
や
会
社
の
異
な
る
8
5
0
0

人
の
従
業
員
が
勤
務
し
て
い

る
。
海
外
か
ら
日
本
を
訪
れ
た

人
に
と
っ
て
、
空
港
の
従
業
員

は
日
本
の
第
一
印
象
に
と
っ
て

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

おお・・もも・・てて・・なな・・しし
日本の心を空港で体日本の心を空港で体現現

マニアックな空港の楽しみマニアックな空港の楽しみ方方

観
光
ス
ポ
ッ

観
光
ス
ポ
ッ
トト

と
し
て
の
空

と
し
て
の
空
港港

二
つ
の
玄

二
つ
の
玄
関関

羽
田
・
成
田
の
魅

羽
田
・
成
田
の
魅
力力

マ
ン
モ
ス
、太
古
の
記
憶
を
辿

マ
ン
モ
ス
、太
古
の
記
憶
を
辿
るる

訓

卦

軍

袈

群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群

群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群群

郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡

郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡

　（３） ２０１９年９月２５日（水曜日）（通算５１０号）   第３１１号［生活・文化］

企
画
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ア
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大
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平
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豊
泉
達
也

 

飯
田
壮
一

 

元
山
咲
紀

 

田
中
大
貴

張
本
辰
哉

　
多
く
の
人
々
が
旅
行
や
飛
行
機

に
乗
る
際
に
利
用
す
る
空
の
港
。

そ
れ
に
加
え
て
、近
年
で
は
空
港

の
観
光
地
化
が
進
み
、交
通
手
段

と
し
て
だ
け
で
は
な
い
新
た
な
魅

力
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
普
段
、
交
通
手

段
の
一
つ
と
し
て
し
か
見
て
こ

な
か
っ
た
空
港
を
色
々
な
角
度

か
ら
見
て
み
る
と
、
い
つ
も
と

は
違
っ
た
空
港
に
出
会
う
こ
と

が
で
き
る
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。 

（
大
野
千
夏
）

国
際
空
港
は
、
建
設
に
対
す
る

周
辺
市
民
か
ら
の
猛
烈
な
反
対

運
動
を
乗
り
越
え
て
開
港
に
至

っ
た
と
い
う
歴
史
を
持
つ
。
そ

の
影
響
を
受
け
て
、
2
0
1
7

年
ま
で
国
内
で
は
珍
し
い
検
問

所
に
よ
る
身
元
確
認
が
行
わ
れ

て
い
た
。

二
位
の
利
用
者
数
を
誇
る
。
さ

ら
に
、
貨
物
取
扱
量
は
国
内
最

多
で
あ
る
。
空
港
内
に
は
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
家

電
、
飲
食
店
ま
で
3
0
0
店
舗

以
上
の
シ
ョ
ッ
プ
と
国
内
最
大

の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
が
併
設
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
を
飽
き
さ
せ

な
い
。
そ
し
て
空
港
の
核
と
も

い
え
る
滑
走
路
に
目
を
向
け
る

と
、
日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
Ａ

滑
走
路
が
広
が
っ
て
い
る
。
飛

行
機
が
離
発
着
す
る
様
子
を
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

魅
力
の
一
つ
だ
。
そ
ん
な
成
田

港
に
続
き
2
位
を
獲
得
し
、

「
最
も
清
潔
な
空
港
」
部
門
で

は
1
位
に
選
ば
れ
た
。
そ
ん
な

羽
田
空
港
は
、
1
9
3
1
年
に

国
内
初
の
国
営
民
間
航
空
専
用

空
港
「
東
京
飛
行
場
」
と
し
て

誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
航
空
機

に
よ
る
大
量
輸
送
時
代
が
到
来

す
る
と
需
要
は
急
激
に
増
加

し
、
現
在
で
も
「
日
本
の
玄
関
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
続
け

て
い
る
。
ま
た
空
港
の
周
辺
に

は
、
日
本
航
空
の
工
場
見
学
が

で
き
る
Ｓ
ｋ
ｙ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ

ｍ
が
あ
り
、
巨
大
な
旅
客
機
を

間
近
で
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
日
に
4
回
見
学
時

間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た

め
、
都
合
に
合
わ
せ
て
訪
問

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
次
に
紹
介
す
る
の
は
、
海

外
渡
航
者
増
加
に
伴
い
開
港

し
た
、
日
本
最
大
の
国
際
拠

点
空
港
で
あ
る
成
田
国
際
空

港
だ
。
年
間
の
利
用
者
数
は

国
内
線
が
約
7
2
0
万
人
、

国
際
線
が
約
3
3
0
0
万
人

と
羽
田
空
港
に
続
き
国
内
第

利
用
者
数
は
、
国
内
線
は
約
6

9
0
0
万
人
、
国
際
線
は
約
1

8
0
0
万
人
（
2
0
1
8
年
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
発
着
便
数

に
お
い
て
も
世
界
最
大
規
模
を

誇
る
。
世
界
の
航
空
・
空
港
の

格
付
け
調
査
を
行
う
ス
カ
イ
ト

ラ
ッ
ク
ス
が
発
表
し
た
「
世
界

ベ
ス
ト
空
港
2
0
1
9
」で
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
チ
ャ
ン
ギ
空

　
旅
行
や
仕
事
な
ど
広
い
場
面

で
、
国
内
外
問
わ
ず
利
用
さ
れ

る
空
港
。
今
回
は
特
に
利
用
者

数
の
多
い
羽
田
・
成
田
国
際
空

港
の
二
つ
に
注
目
し
て
そ
の
魅

力
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
、「
日
本
の
玄
関
」
の

代
表
格
で
あ
る
羽
田
空
港
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
利
用
者
数
日

本
一
を
誇
る
羽
田
空
港
の
年
間

利
用
で
き
る
。
さ
ら
に
、
有
名

店
が
集
合
し
て
い
る
フ
ー
ド
コ

ー
ト
「
東
京
シ
ェ
フ
ズ
キ
ッ
チ

ン
」
も
あ
る
の
で
、
家
族
連
れ

に
も
も
っ
て
こ
い
で
あ
る
。

　
今
回
は
羽
田
空
港
の
楽
し
み

方
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
限
定
空
弁
や
展
望
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
は
各
空
港
に
存
在
す
る
。

ぜ
ひ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

空
港
を
満
喫
し
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。 

（
平
香
月
）

あ
る
。
ま
た
、
滑
走
路
の
奥
に

は
川
崎
の
広
大
な
工
場
群
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
、
夜
に
な

る
と
光
り
輝
く
工
場
夜
景
が
楽

し
め
る
。
さ
ら
に
、
6
階
北
側

の
展
望
デ
ッ
キ
に
は
、
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
式
の
カ
フ
ェ
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ

　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」が
あ
り
、

軽
食
や
コ
ー
ヒ
ー
を
購
入
し
て

ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

す
の
も
お
勧
め
で
あ
る
。
羽
田

空
港
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の
「
ス
カ

イ
ド
ッ
グ
」
や
、
ク
ラ
フ
ト
ビ

ー
ル
「
東
京
羽
田
エ
ー
ル
」
を

楽
し
む
の
も
良
い
だ
ろ
う
。
こ

の
展
望
デ
ッ
キ
に
は
屋
根
が
あ

る
た
め
、
雨
の
心
配
を
せ
ず
に

い
つ
で
も
景
色
や
食
事
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

　
最
後
は
、
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
の
羽
田
空
港
を
紹
介
す

る
。
本
格
カ
レ
ー
を
楽
し
め
る

「
カ
レ
ー
ダ
イ
ニ
ン
グ
　
ア
ビ

オ
ン
」
や
、
あ
ぶ
ら
と
り
紙
で

有
名
な
「
よ
ー
じ
や
」
の
和
ス

イ
ー
ツ
な
ど
数
多
く
の
レ
ス
ト

ラ
ン
が
空
港
内
に
は
あ
り
、
旅

行
や
出
張
な
ど
様
々
な
場
面
で

ら
れ
て
お
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
お
弁
当
と
な
っ
て
い
る
。

「
ひ
と
く
ち
お
こ
わ
」
は
、
女

性
に
も
嬉
し
い
食
べ
き
り
サ
イ

ズ
と
な
っ
て
お
り
、
味
も
3
種

類
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
米
を
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

使
用
し
て
い
る
た
め
腹
持
ち
も

い
い
。
個
包
装
さ
れ
て
い
る
の

で
持
ち
運
び
も
で
き
、
手
も
汚

れ
な
い
の
で
便
利
で
あ
る
。

　
次
に
紹
介
す
る
の
は
、
絶
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
お

勧
め
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
。
羽
田
空
港
国
内
線

第
一
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

は
、
6
階
と
屋
上
の
2
カ

所
に
展
望
デ
ッ
キ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
両
方
と
も

向
き
が
西
向
き
に
な
っ
て

お
り
、
夕
方
に
は
夕
日
と

一
緒
に
飛
行
機
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
が
魅
力
で

　
世
界
の
空
港
ラ
ン
キ
ン
グ
2

0
1
9
年
の
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ

ト
ッ
プ
　
に
、
羽
田
空
港
が
2

10

位
、
中
部
国
際
空
港
が
7
位
、

成
田
空
港
が
9
位
と
、
国
内
の

3
つ
の
主
要
空
港
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
国

内
の
空
港
が
注
目
さ
れ
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
紹
介
し
た
い
空

弁
や
展
望
ス
ポ
ッ
ト
、
グ
ル
メ

ス
ポ
ッ
ト
を
、
今
回
は
羽
田
空

港
に
限
定
し
て
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
は
、
羽
田
空
港
限
定
の

空
弁
、「
羽
田
空
港
限
定
シ
ュ

ウ
マ
イ
弁
当
」
と
「
羽
田
空
港

ひ
と
く
ち
お
こ
わ
」
を
紹
介
し

た
い
。
こ
の
「
シ
ュ
ウ
マ
イ
弁

当
」
は
、
中
華
料
理
の
名
店
「
彩

鳳
」
が
手
掛
け
た
も
の
で
あ

る
。
海
老
が
あ
し
ら
わ
れ
た
シ

ュ
ウ
マ
イ
を
メ
イ
ン
に
、
肉
団

子
、
筍
煮
、
蓮
煮
、
卵
焼
き
な

ど
が
付
け
合
わ
せ
と
し
て
詰
め

　
こ
こ
で
は
、
知
る
人
ぞ
知
る

空
港
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
て

い
こ
う
。
成
田
国
際
空
港
に
飛

び
交
う
飛
行
機
の
離
着
陸
を
間

近
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
「
成

田
市
さ
く
ら
の
山
・
空
の
駅
さ

く
ら
館
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　
「
さ
く
ら
の
山
」
の
一
番
の

魅
力
は
、
飛
行
機
を
間
近
に
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
だ
。
飛
行
機
フ
ァ
ン

の
多
く
は
、
こ
の
大
迫
力
の
瞬
間
を

カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
奮
闘
し
て
い

る
。
春
は
約
3
5
0
本
の
桜
、
夏
は

新
緑
と
、
四
季
折
々
の
自
然
と
共
に

飛
行
機
を
撮
影
で
き
る
と
い
う
魅
力

も
あ
る
。
緑
の
多
い
園
内
の
芝
生
に

シ
ー
ト
を
敷
き
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
よ

う
に
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。

「
飛
行
機
の
見
え
る
丘
」
と
し
て
有

名
な
こ
の
地
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

撮
影
に
使
用
さ
れ
た
り
、
ち
ば
眺
望

1
0
0
景
に
選
ば
れ
た
り
す
る
な

ど
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
。

　
次
に
、「
空
の
駅
さ
く
ら
館
」
を
見

て
い
こ
う
。
こ
こ
は
、「
さ
く
ら
の

山
」
の
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
、

2
0
1
5
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
。「
さ
く
ら
の
山
」
同

様
、
滑
走
路
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、

迫
力
あ
る
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
音

を
、
全
身
で
体
感
す
る
こ
と
が
可
能

だ
。
館
内
に
は
、
地
元
成
田
市
の
野

菜
や
お
土
産
も
多
く
販
売
さ
れ
て
い

る
。
お
食
事
処
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
施
設
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
飛

行
機
フ
ァ
ン
で
な
く
と
も
、
満
喫
す

る
こ
と
が
出
来
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

　
時
に
は
、
普
段
と
少
し
異
な
っ
た

空
港
の
楽
し
み
方
を
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。 

（
飯
田
壮
一
）

重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
東
京
を
代
表
す
る
最

高
の
チ
ー
ム
と
し
て
、
従
業
員

全
体
で
一
つ
に
な
る
こ
と
。
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
お
も

て
な
し
で
お
迎
え
、
お
見
送
り

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
従
業
員
専
用
通
路
に
は
、

共
に
働
く
仲
間
た
ち
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
業
種
・
会

社
ご
と
に
イ
メ
ー
ジ
パ
ネ
ル
を

掲
出
し
て
い
る
。

　
当
記
事
で
紹
介
し
た
こ
と
以

外
に
も
、
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

は
、
訪
れ
た
人
を
も
て
な
す
工

夫
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
読
者
の

皆
さ
ん
も
、
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

訪
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら

の
お
も
て
な
し
を
発
見
し
て
頂

き
た
い
。 

（
豊
泉
達
也
）

　
日
本
の
首
都
・
東
京
に
最
も

近
い
場
所
に
位
置
し
て
お
り
、

成
田
空
港
と
共
に
東
京
の
玄
関

口
で
あ
る
羽
田
空
港
。
当
空
港

に
は
3
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ

る
の
だ
が
、
我
々
は
今
回
、
そ

の
中
で
も
国
際
路
線
を
担
う
国

際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
訪
れ
た
。

日
本
で
作
ら
れ
た
空
港
で
最
も

新
し
い
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
、

訪
れ
る
人
を
も
て
な
す
様
々
な

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。

【
す
べ
て
が
本
物
】

　
当
タ
ー
ミ
ナ
ル
4
階
に
は
江

戸
の
町
並
み
を
模
し
た
飲
食
店

・
物
産
店
が
立
ち
並
ぶ
当
タ
ー

解
説
す
る
。　

歳
と
い
う
と
中
学
生

14

の
真
っ
た
だ
中
。
中
二
病
と
い
う
言

葉
も
あ
る
よ
う
に
、
奇
妙
な
考
え
に

と
ら
わ
れ
た
り
、
異
端
な
部
分
に
自

身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見
い

だ
し
た
り
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
み

な
さ
ん
に
も
そ
う
い
う
経
験
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
の
頃
の
自
分
に
戻
っ

た
気
持
ち
で
哲
学
を
と
ら
え
て
み
る

の
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
古
代
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
現
在
ま
で

人
々
が
考
え
続
け
、
そ
れ
で
も
な
お

答
え
が
出
な
い
の
が
哲
学
だ
。
逆
に

言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
の
人
々
の
考
え

が
積
み
重
な
っ
た
も
の
が
哲
学
で
あ

る
と
も
い
え
る
。
大
学
生
と
い
う
人

生
の
中
で
も
特
殊
な
時
間
で
あ
る
こ

の
時
期
、
人
々
が
積
み
重
ね
て
き
た

偉
大
な
思
索
に
触
れ
て
み
る
の
も
よ

い
だ
ろ
う
。
も
し
か
す
る
と
哲
学

が
、
今
あ
な
た
の
抱
え
る
問
題
を
解

決
す
る
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
の
だ
か
ら
。 

（
棚
）

（
飲
茶
著
　
河
出
書
房
新
社
　
税
込

み
9
1
8
円
　
2
0
1
9
年
）

　
「
哲
学
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な

事
柄
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
は
考
え

た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の

言
葉
を
聞
い
た
だ
け
で
は
、
な
ん

だ
か
難
し
く
て
大
変
と
い
う
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な

い
。
哲
学
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。

世
界
の
真
理
、
自
分
の
生
き
る
意

味
、
死
、
倫
理
な
ど
、
幅
広
い
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
学
問
で
も
あ

る
。
そ
も
そ
も
哲
学
と
は
な
ん
な

の
か
と
い
う
の
を
考
え
る
こ
と
も

哲
学
で
あ
る
。
な
ん
だ
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
よ
う
な
掴
み
ど
こ
ろ
の

な
い
も
の
、
そ
れ
が
哲
学
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
本
書
で
は
、
そ
ん
な
哲
学
に
つ

い
て
、
今
ま
で
偉
大
な
思
想
を
生

み
出
し
て
き
た
哲
学
者
を
紹
介
し

て
い
く
。ニ
ー
チ
ェ
や
デ
カ
ル
ト
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
っ

た
名
前
を
聞
い
た
こ
と
く
ら
い
は

あ
る
と
い
う
人
も
中
に
は
い
る
だ

ろ
う
。
哲
学
者
を
紹
介
し
て
い
く

本
と
い
う
と
、
と
て
も
難
解
な
単

語
が
延
々
と
書
き
連
ね
ら
れ
た
書

物
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
い
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
本
書
は
紹
介
し

て
い
く
哲
学
的
思
想
を
「
　
歳
く

14

ら
い
の
子
供
が
考
え
そ
う
な
極
端

な
考
え
」
と
い
う
よ
う
に
捉
え
て

冷凍保存された「ユカギルマンモス

の頭部」である。これは「愛・地球

博」でも展示され、700万もの人を集

めた。かつて日本中を熱狂させた冷

凍標本の、約14年ぶりの展示とな

る。

　また、紀元前30750年の「ケナガ

マンモスの鼻」も注目の展示の一つ

だ。マンモスの鼻には骨が無いた

め、通常、死後は他の動物に食べら

れたり、腐敗して失われることが殆

どである。しかし、ロシアのサハ共

和国の永久凍土の下で眠っていたこ

の鼻は、昨日まで生きていたかのよ

うな保存状態であった。3万年以上

の時を経て、実物を見られるという

ロマンを感じられる。この他にも、

「ケナガマンモスの皮膚」や「仔ウ

マ」など、世界初公開のものが数多

く見られる。

　開催期間は2019年6月7日から11

月4日まで、開館時間は10時から17

時。実際にマンモスの姿を見て、

「生命」とは何か、ご自身で考えて

頂きたい。 （元山咲紀）

　東京国際クルーズターミナル駅か

ら徒歩約5分、日本科学未来館では、

現在、企画展「マンモス展」が開催

されている。

　展示のテーマは過去、現在、未

来。太古の時代、マンモスの生活や

人類との関わり、また、マンモスは

なぜ絶滅してしまったのかを、うか

がい知ることができる。近年では、

温暖化の影響によって永久凍土のク

レーターが広がり、古生物の冷凍標

本が次々と見つかっている。そし

て、状態の良い冷凍標本の中には、

生物学的活性を維持する細胞核が存

在していることが実証された。新鮮

な細胞がいくつも取り出せれば、マ

ンモスの復活も夢ではないという。

先述の研究は近畿大学で実施されて

おり、我々に最先端の生

命科学研究の在り方につ

いて考えるきっかけを与

えてくれる。

　本展示会には、マイナ

ス20度以下、かつ、窓は

曇らず、無風の状態を保

つ技術が必要不可欠であ

る。日本にしかない、冷

凍展示室の技術によっ

て、貴重な冷凍標本の展

示が成立した。

　今回の注目の展示は、 ユカギルマンモスの頭部（重要文化財ユカギルマンモスの頭部（重要文化財））

積み重ねられてきた思索に触れ積み重ねられてきた思索に触れるる
『14歳からの哲学入門「今」を生きるためのテキスト『14歳からの哲学入門  「今」を生きるためのテキスト』』

飲茶飲茶著著
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ス
カ
ッ
シ
ュ
部
主
将
の
田
中

雅
英
選
手
（
国
3
）
は
「
今
回

開
催
さ
れ
る
関
東
学
生
ス
カ
ッ

シ
ュ
選
手
権
大
会
は
個
人
戦
で

全
国
大
会
へ
行
く
た
め
の
大
事

な
試
合
な
の
で
、
一
人
で
も
多

く
い
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
大

事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

 ２０１９年９月２５日（水曜日）（通算５１０号）   第３１１号 （４）［スポーツ］

2
点
の
追
加
点
を
許
し
て
し
ま

う
。
こ
の
ま
ま
試
合
が
終
わ
る

か
と
思
っ
た
後
半
　
分
、
巧
み

45

な
連
携
プ
レ
ー
に
よ
っ
て
、
相

手
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
突
破
し
た
佐

藤
宇
海
選
手
（
政
3
）
が
ゴ
ー

ル
を
決
め
、
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル

タ
イ
ム
に
希
望
を
残
し
た
。
こ

の
加
点
に
よ
り
勢
い
づ
い
た
本

学
は
巻
き
返
し
を
狙
う
も
、
2

―
4
で
試
合
終
了
。
残
念
な
が

ら
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
、
勝

利
に
手
が
届
か
な
か
っ
た
。

　
試
合
後
、
東
山
選
手
は
「
後

期
開
幕
戦
に
ホ
ー
ム
と
い
う
、

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
敗
北

し
た
こ
と
は
非
常
に
悔
し
い
で

す
が
、
夏
の
成
長
を
感
じ
ら
れ

る
シ
ー
ン
も
随
所
に
見
え
ま
し

た
。残
り
8
試
合
、1
試
合
1
試

合
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
学
習

院
の
サ
ッ
カ
ー
に
磨
き
を
か
け

た
い
で
す
。
多
大
な
る
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
語
っ
た
。
惜
し
く
も
敗
戦
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最
後
ま

で
顔
を
上
げ
戦
う
姿
勢
を
見
せ

続
け
た
。
残
り
の
試
合
に
向
け

て
、
彼
ら
の
さ
ら
な
る
成
長
に

目
が
離
せ
な
い
。 
（
中
根
渚
）

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
前
期
リ

ー
グ
を
終
え
て
勝
ち
点
　
点
で

11

6
位
と
い
う
現
状
を
打
破
し
、

突
き
抜
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
後
期
リ
ー
グ
は
9
試
合

す
べ
て
に
お
い
て
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
、
死
力
を
尽
く
し
て
闘

い
た
い
で
す
」
と
熱
く
語
っ
て

く
れ
た
。

　
試
合
序
盤
は
両
者
譲
ら
な
い

拮
抗
し
た
戦
い
と
な
る
。
前
半

　
分
、
相
手
チ
ー
ム
に
先
制
点

12を
許
し
て
し
ま
う
が
、
前
半
　19

分
に
伊
澤
圭
太
選
手
（
営
3
）

の
シ
ュ
ー
ト
に
よ
り
、
同
点
に

追
い
つ
い
た
。
そ
の
後
も
本
学

は
積
極
的
に
攻
撃
し
、
田
辺
耀

平
選
手
（
済
4
）
の
ロ
ン
グ
パ

ス
を
受
け
た
和
田
卓
真
選
手

（
政
2
）
が
、
敵
陣
左
サ
イ
ド

か
ら
シ
ュ
ー
ト
を
狙
っ
た
が
、

惜
し
く
も
決
ま
ら
ず
。
互
い
に

守
備
が
堅
く
、
加
点
を
許
さ
な

い
。
し
か
し
前
半
終
了
間
際
の

　
分
に
再
び
失
点
、
1
―
2
と

44相
手
側
に
リ
ー
ド
を
許
し
た
状

態
で
前
半
を
折
り
返
し
た
。

　
迎
え
た
後
半
戦
、
流
れ
を
取

り
戻
そ
う
と
果
敢
に
攻
め
る
も

な
か
な
か
得
点
に
つ
な
が
ら
な

い
。
相
手
チ
ー
ム
も
攻
撃
の
手

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に

生
主
体
の
環
境
の
中
で
、
大
学

サ
ッ
カ
ー
に
挑
戦
し
続
け
る
』

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
関
東

リ
ー
グ
参
入
を
目
指
し
て
い
ま

山
梨
学
院
大
学
と
後
期
リ
ー
グ

戦
を
行
っ
た
。

　
試
合
前
、
副
将
の
東
山
裕
輝

選
手
（
史
4
）
は
「
今
年
度
は
『
学

　
本
学
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
8

月
　
日
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
が

25

辺
莉
帆
選
手
（
政
3
）
が
続
け

て
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
。
結
果
、

5
対
1
と
圧
倒
的
な
勝
利
で
あ

っ
た
。

　
見
事
勝
利
し
た
、
本
学
女
子

グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
部
。
試

合
を
振
り
返
り
、
勝
利
し
た
も

の
の
、
無
失
点
と
い
う
目
標
を

達
成
出
来
な
か
っ
た
事
を
非
常

に
悔
し
が
っ
て
い
た
。
慢
心
せ

ず
高
み
を
目
指
す
彼
女
ら
の
、

さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ

る
。 

（
長
森
永
守
）

　
2
戦
目
は
成
城
大
学
と
の
試

合
だ
。
開
始
5
分
で
五
味
夕
奈

選
手
（
経
3
）
が
味
方
か
ら
の

パ
ス
を
押
し
込
み
先
取
点
。
勢

い
に
の
っ
た
本
学
ペ
ー
ス
の
試

合
と
な
る
。
第
1
Ｑ
　
分
に
中

12

村
選
手
が
決
め
切
り
、
2
点

目
。
第
2
Ｑ
に
入
っ
て
も
変
わ

ら
ず
、
本
学
の
勢
い
は
と
ど
ま

る
こ
と
が
な
い
。
開
始
と
同
時

に
敵
陣
に
プ
レ
ス
を
か
け
、
相

手
の
ミ
ス
を
誘
い
五
味
選
手
が

得
点
。
そ
の
後
杉
本
選
手
と
渡

そ
の
Ｐ
Ｃ
を
中
村
智
里
選
手

（
経
4
）
が
落
ち
着
い
て
決
め

切
り
、
同
点
に
追
い
つ
い
た
。

同
点
の
ま
ま
、
第
1
Ｑ
は
終

了
。
第
2
Ｑ
、
武
蔵
大
学
の
セ

ン
タ
ー
パ
ス
か
ら
試
合
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
開
始
と
共
に
武
蔵

大
学
に
攻
め
込
ま
れ
る
も
、
本

学
は
防
ぎ
切
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー

へ
。
そ
し
て
、
第
2
Ｑ
4
分
に

ま
た
も
本
学
は
Ｐ
Ｃ
を
獲
得
。

溝
上
日
奈
子
選
手
（
経
4
）が
こ

の
Ｐ
Ｃ
を
決
め
、2
対
1
で
勝

ち
越
し
に
成
功
。
勢
い
そ
の
ま

ま
に
、
見
事
勝
利
を
収
め
た
。

　
8
月
　
日
、
武
蔵
大
学
朝
霞

28

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
、
四
大
戦
の

女
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
の

試
合
が
開
催
さ
れ
た
。

　
試
合
前
、
主
将
の
杉
本
四
季

子
選
手
（
日
文
4
）
は
対
戦
相

手
で
あ
る
2
校
を
「
武
蔵
大
学

は
今
春
に
2
部
リ
ー
グ
か
ら
昇

格
し
、
ま
た
成
城
大
学
も
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
力
が
あ

る
」と
分
析
し
て
い
た
。
ま
た
、

試
合
へ
向
け
て
「
無
失
点
大
量

得
点
を
狙
い
ま
す
」
と
強
く
意

気
込
ん
だ
。

　
1
戦
目
は
、
今
勢
い
の
あ
る

武
蔵
大
学
。
試
合
開
始
の
笛
と

共
に
、
本
学
の
セ
ン
タ
ー
パ
ス

か
ら
第
1
Ｑ
が
始
ま
っ
た
。
開

始
早
々
か
ら
、
圧
倒
的
な
個
人

技
で
本
学
は
決
定
機
を
量
産
。

し
か
し
、
武
蔵
大
学
も
負
け
じ

と
応
戦
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

本
学
は
Ｐ
Ｃ
を
許
し
て
失
点
し

て
し
ま
う
。
Ｐ
Ｃ
と
は
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
略
で
あ

り
、
ゴ
ー
ル
前
の
サ
ー
ク
ル
内

で
守
備
側
が
反
則
を
し
た
際
に

行
わ
れ
る
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ

ケ
ー
特
有
の
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

だ
。
先
制
点
を
取
ら
れ
、
ど
う

に
か
追
い
つ
き
た
い
本
学
は
そ

の
後
、
怒
涛
の
攻
め
を
み
せ
、

何
度
も
相
手
ゴ
ー
ル
を
脅
か

す
。
す
る
と
、
第
1
Ｑ
　
分
に

12

本
学
も
つ
い
に
Ｐ
Ｃ
を
獲
得
。

四
大
戦
へ

形
勢
逆
転

ゴ
ー
ル
量
産

さ
ら
な
る
前
進

チ
ー
ム
一
丸

白
熱
し
た
接
戦

今
後
に
期
待

ん
だ
寺
村
凌
河
選
手
（
済
3
）

は
相
手
に
対
し
ミ
ス
を
し
な
い

よ
う
に
心
が
け
、
第
1
ゲ
ー
ム

を
先
制
。
鋭
い
当
た
り
を
連
発

し
、
第
2
ゲ
ー
ム
も
流
れ
を
譲

ら
ず
見
事
な
勝
利
を
収
め
た
。

　
昨
年
、
イ
ン
カ
レ
に
出
場
し

た
外
谷
駿
介
選
手
（
化
2
）
は

初
戦
、
第
1
ゲ
ー
ム
の
中
盤
ま

で
接
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
し
か

し
、
終
盤
に
粘
り
強
さ
を
見
せ

　
―
7
で
先
制
し
、
続
く
第
2

11ゲ
ー
ム
は
　
―
4
と
快
勝
。
試

11

合
後
に
お
話
を
伺
う
と
「
強
打

を
数
本
打
て
た
こ
と
で
自
分
の

ペ
ー
ス
を
掴
め
ま
し
た
。
第
2

ゲ
ー
ム
か
ら
自
分
の
打
ち
た
い

と
こ
ろ
に
打
て
た
と
思
い
ま

す
」
と
勝
利
の
要
因
を
語
っ

た
。

　
田
中
選
手
は
大
会
後
「
個
人

と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
で
し
た
が

全
体
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
2
月
に
行

わ
れ
る
団
体
戦
で
全
国
大
会
に

出
場
す
る
た
め
に
選
手
が
必
要

な
こ
と
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。
彼

ら
の
団
結
が
目
標
達
成
の
鍵
と

な
る
だ
ろ
う
。 
（
鈴
木
汐
里
）

人
戦
で
あ
る
。
大
会
初
日
の
円

陣
で
、
田
中
選
手
は
「
試
合
に

出
る
人
は
全
力
で
プ
レ
ー
し

て
、
試
合
に
出
な
い
人
は
全
力

で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
選

手
た
ち
を
熱
く
鼓
舞
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
に
勢
い
を
つ
け
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
初
戦
に
臨

が
、
部
の
全
体
の
目
標
と
し
て

い
る
団
体
戦
の
全
国
大
会
出
場

に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
う

の
で
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん
チ
ー

ム
全
体
と
し
て
い
い
成
績
を
残

し
た
い
で
す
」
と
語
る
。

　
今
大
会
は
、
8
月
5
日
か
ら

　
日
に
か
け
て
、
Ｓ
Ｑ
―
ｃ
ｕ

10ｂ
ｅ
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
。
試

合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
個

好
調
な
ス
タ
ー
ト

次
な
る
戦
い
へ

シュートを放つ中村選シュートを放つ中村選手手
（撮影・清水結衣（撮影・清水結衣））

サ
ッ
カ
ー

サ
ッ
カ
ー
部部

ス
カ
ッ
シ
ュ

ス
カ
ッ
シ
ュ
部部

最後まで奮闘最後まで奮闘、、悔しい敗戦悔しい敗戦

ドリブルで持ち込む東山選ドリブルで持ち込む東山選手手
（撮影・安本尚輝（撮影・安本尚輝））

全国大会へ好全国大会へ好発発進進

力強く打ち返す外谷選力強く打ち返す外谷選手手
（撮影・張本辰哉（撮影・張本辰哉））

88
月月
　
日
、
武
蔵
大
学
朝
霞

日
、
武
蔵
大
学
朝
霞
ググ

2828

ラ
ウ
ン
ド
に
て
女
子
グ
ラ
ウ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
女
子
グ
ラ
ウ
ンン

ド
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
四
大
戦
が

ド
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
四
大
戦
が
行行

わ
れ
た
。
本
学
は
武
蔵
大
学

わ
れ
た
。
本
学
は
武
蔵
大
学
・・

成
城
大
学
と
対
戦
。
攻
守
両

成
城
大
学
と
対
戦
。
攻
守
両
面面

に
お
い
て
、
圧
倒
的
な
実
力

に
お
い
て
、
圧
倒
的
な
実
力
をを

見
せ
つ
け
、
両
試
合
と
も
に

見
せ
つ
け
、
両
試
合
と
も
に
勝勝

利
を
収
め
た

利
を
収
め
た
。。

　
今
年
の
6
月
に
八
村
塁
選
手
が

日
本
人
初
の
Ｎ
Ｂ
Ａ
ド
ラ
フ
ト
に

指
名
さ
れ
、
来
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
盛
り
上
が
り
を

見
せ
る
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

界
。
そ
こ
で
、
今
回
は
本
学
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
主
将
で

あ
る
野
山
翔
さ
ん
（
教
3
）
に
お

話
を
伺
っ
た
。

　
野
山
さ
ん
が
バ
ス
ケ
を
始
め
た

の
は
5
歳
の
頃
。
当
時
バ
ス
ケ
を

し
て
い
た
姉
の
影
響
で
、
ボ
ー
ル

を
触
り
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ

そ
う
だ
。そ
の
後
本
格
的
に
バ
ス
ケ

を
始
め
、
中
学
と
高
校
時
に
は
と

も
に
全
国
大
会
に
出

場
。
本
学
入
学
の
際

も
「
や
る
か
ら
に
は

サ
ー
ク
ル
で
は
な
く

部
活
動
で
、
と
い
う

感
じ
で
し
た
」
と
迷

わ
ず
本
学
バ
ス
ケ
部

の
門
を
叩
い
た
。

　
そ
ん
な
野
山
さ
ん

は
バ
ス
ケ
の
魅
力
を

「
攻
守
の
切
り
替
え

が
早
い
ス
ポ
ー
ツ
な

の
で
、
気
持
ち
に
よ
っ
て
も
試
合

の
流
れ
が
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
」

と
語
っ
た
。

　
現
在
練
習
は
1
日
3
時
間
、
週

5
日
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
学

バ
ス
ケ
部
の
特
徴
と
し
て
「
ス
ポ

ー
ツ
推
薦
が
無
く
誰
で
も
ウ
ェ
ル

カ
ム
な
の
で
、
ど
う
し
て
も
意
識

の
差
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
年
は
そ
こ
を
無
く
し
て
、
皆
で

一
体
感
を
出
せ
る
よ
う
励
ん
で
い

ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

　
こ
の
代
で
迎
え
る
最
後
の
リ
ー

グ
戦
が
始
ま
る
。「
成
長
し
た
姿

で
人
の
心
を
動
か
す
よ
う
な
プ
レ

ー
を
し
た
い
で
す
」
と
野
山
さ

ん
。
卒
業
後
の
進
路
は
未
定
だ
が

「
バ
ス
ケ
と
は
今
後
も
関
わ
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
明
か
し
た
。

バ
ス
ケ
へ
の
強
い
思
い
を
持
つ
野

山
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。 

（
河
内
健
三
）

男子バスケットボール部

野山　翔  さん（教3）

3
部
昇
格

3
部
昇
格
へへ

女
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー

女
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ホ
ッ
ケ
ー
部部

　
部
活
動
の
主
将
、
ク
ラ
ス
の

代
表
委
員
、
学
校
の
校
長
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
町
の
町
長
、

漁
船
の
船
長
、
会
社
の
代
表
取

締
役
。
こ
れ
ら
の
役
職
全
て
に

共
通
す
る
大
切
な
役
務
が
あ

る
。
彼
ら
彼
女
ら
は
、
規
模
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
人
の
集

ま
り
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
・
集
団

の
顔
と
な
り
、
全
体
を
統
括
す

る
こ
と
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
に
立

つ
彼
ら
彼
女
ら
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
で
初
め

て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
力
を
フ

ル
に
発
揮
で
き
る
土
台
が
完
成

す
る
▼
私
は
今
号
か
ら
、
こ
の

歴
史
あ
る
新
聞
社
の
編
集
長
を

務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
1
年
間
、
こ
の
新
聞
社
は

ど
の
方
向
に
舵
を
切
り
、
航
路

を
切
り
拓
い
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
。
私
自
身
、
非
常
に
楽
し
み

で
あ
る
。
部
員
各
々
が
個
性
を

発
揮
で
き
る
環
境
・
雰
囲
気
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
の
グ
ル

ー
プ
の
責
任
者
と
し
て
、
ベ
ス

ト
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
▼
こ

の
記
事
の
冒
頭
、
熊
が
自
転
車

に
ま
た
が
っ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト

に
つ
い
て
一
言
紹
介
し
た
い
。

こ
れ
は
私
の
妹
に
作
画
を
依
頼

し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の
好
き

な
動
物
で
あ
る
熊
と
、
私
の
趣

味
で
あ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
組

み
合
わ
せ
て
書
い
て
ほ
し
い
と

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ

う
な
構
成
と
な
っ
た
。
可
愛
ら

し
い
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
く
れ

た
妹
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
し
た
い
。 

（
＃
）
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